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(57)【要約】
【課題】温度の上昇に起因してレーザ光発生部の発光効
率が低下するのを抑制することが可能なプロジェクタを
提供する。
【解決手段】この携帯型プロジェクタ１（プロジェクタ
）は、レーザ光を発する赤色・青色ＬＤ１２および緑色
ＬＤ１３と、レーザ光を走査させることによって任意の
投影領域２に映像を投影するスキャナーミラー１５と、
レーザ光の走査区間３０のうちの予め設定された一部の
走査区間（レーザ光停止区間４０ｂ）において赤色・青
色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対する電流の供給を停
止することによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３にレーザ光を発生させないように制御する制御部
１１とを備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ光を発するレーザ光発生部と、
　前記レーザ光を走査させることによって任意の投影領域に映像を投影する投影部と、
　前記レーザ光の走査区間のうちの予め設定された一部の走査区間において前記レーザ光
発生部に対する電流の供給を停止することによって、前記レーザ光発生部に前記レーザ光
を発生させないように制御する制御部とを備える、プロジェクタ。
【請求項２】
　前記走査区間は、往路と復路とから構成される往復走査区間を含み、
　前記制御部は、前記往復走査区間の往路または復路の少なくともいずれか一方の予め設
定された一部の走査区間において前記レーザ光発生部に対する電流の供給を停止すること
によって、前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成され
ている、請求項１に記載のプロジェクタ。
【請求項３】
　前記制御部は、前記往復走査区間の往路の予め設定された一部の走査区間と復路の予め
設定された一部の走査区間との両方において前記レーザ光発生部に対する電流の供給をそ
れぞれ停止することによって、前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を
行うように構成されている、請求項２に記載のプロジェクタ。
【請求項４】
　前記往路の予め設定された一部の走査区間の長さおよび前記復路の予め設定された一部
の走査区間の長さは、それぞれ、前記往路の長さの略半分および前記復路の長さの略半分
である、請求項３に記載のプロジェクタ。
【請求項５】
　前記レーザ光発生部と前記投影部と前記制御部とを含むプロジェクタ本体をさらに備え
、
　前記プロジェクタ本体は、ユーザによって携帯される携帯型のプロジェクタ本体からな
る、請求項１～４のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項６】
　前記投影部は、前記投影領域に前記レーザ光を所定の時間間隔で繰り返し走査させるこ
とによって、前記映像を前記投影領域に投影するように構成されており、
　前記制御部は、第１の走査の際に、前記レーザ光の走査区間のうちの予め設定された一
部の走査区間において前記レーザ光発生部に対する電流の供給を停止することによって、
前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成されているとと
もに、前記第１の走査と同じ走査区間を前記第１の走査の次に走査する第２の走査の際に
、前記第１の走査の際に前記レーザ光を発生させなかった前記走査区間において前記レー
ザ光発生部に対して電流を供給することによって、前記レーザ光発生部に前記レーザ光を
発生させ、かつ、前記レーザ光を発生させなかった前記走査区間とは異なる走査区間にお
いて、前記レーザ光発生部に対する電流の供給を停止することによって、前記レーザ光発
生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成されており、
　前記制御部は、前記第１の走査と前記第２の走査とを繰り返す制御を行うように構成さ
れている、請求項１～５のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項７】
　前記投影部は、前記レーザ光の同じ走査区間を繰り返し走査させることによって前記映
像を前記投影領域に投影するように構成されており、
　前記制御部は、前記第１の走査としての第１回目の走査の際に、前記レーザ光の走査区
間のうちの予め設定された一部の走査区間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光を
発生させない制御を行うように構成されているとともに、前記第２の走査としての第２回
目の走査の際に、前記第１回目の走査の際に前記レーザ光を発生させなかった前記走査区
間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させ、かつ、前記レーザ光を発生さ
せなかった前記走査区間とは異なる走査区間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光
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を発生させない制御を行うように構成されている、請求項６に記載のプロジェクタ。
【請求項８】
　前記走査区間は、前記投影領域のうちの所定の領域に対応する第１走査区間と、前記投
影領域のうちの前記第１走査区間とは異なる領域に対応する第２走査区間とから構成され
るとともに、
　前記投影部は、前記第１走査区間と前記第２走査区間とを１組とする走査が繰り返し行
われることによって、前記映像を前記投影領域に投影するように構成されており、
　前記制御部は、前記第１走査区間の走査と前記第２走査区間の走査とを交互に繰り返し
行う場合に、前記第１の走査としての第１回目の走査の際に、前記レーザ光の第１走査区
間のうちの予め設定された一部の走査区間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光を
発生させない制御を行うように構成されており、前記第１の走査としての第２回目の走査
の際に、前記レーザ光の第２走査区間のうちの予め設定された一部の走査区間において前
記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成されているととも
に、前記第２の走査としての第３回目の走査の際に、前記第１回目の走査の際に前記レー
ザ光を発生させなかった前記走査区間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生
させ、かつ、前記レーザ光を発生させなかった前記走査区間とは異なる走査区間において
前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成されており、前
記第２の走査としての第４回目の走査の際に、前記第２回目の走査の際に前記レーザ光を
発生させなかった前記走査区間において前記レーザ光発生部に前記レーザ光を発生させ、
かつ、前記レーザ光を発生させなかった前記走査区間とは異なる走査区間において前記レ
ーザ光発生部に前記レーザ光を発生させない制御を行うように構成されている、請求項６
に記載のプロジェクタ。
【請求項９】
　前記制御部は、前記レーザ光発生部に対して供給される電流の大きさに応じて、前記レ
ーザ光発生部に対する電流の供給を停止する走査区間の数を変更させるとともに、電流の
供給が停止された前記走査区間の長さを変更する制御を行うように構成されている、請求
項１～８のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、プロジェクタに関し、特に、レーザ光発生部を備えるプロジェクタに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レーザ光発生部を備えるプロジェクタなどが知られている（たとえば、特許文献
１～４参照）。
【０００３】
　上記特許文献１では、レーザを出力する複数のレーザ発生部から構成されたレーザ光出
力手段と、複数のレーザ発生部のうちの一部のレーザ発生部のレーザ出力を停止させて光
の明るさを低下させることによって、消費電力を小さくするように制御する制御部とを備
えた映像表示装置が開示されている。
【０００４】
　また、上記特許文献２では、光ビームを発生させるレーザダイオードと、レーザダイオ
ードから発生された光ビームを走査させるための可動ミラーと、可動ミラーを駆動させる
ための電極駆動部と、光ビームを検出して同期検出信号を出力する同期検知センサと、走
査終端の光ビームを検出する終端検知センサとを備えた光走査装置が開示されている。上
記特許文献２の光走査装置では、同期検出信号に基づいて光ビームの走査のタイミングを
取るように構成されている。また、上記特許文献２の光走査装置では、レーザダイオード
が点灯された状態で、電極駆動部に印加される電圧が所定値を越えても同期検知センサお
よび終端検知センサからの検出信号が得られない場合、可動ミラーにおいて光ビームが正
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しく走査されていない異常な状態であると判断されて、レーザダイオードへの電流の供給
が中止されるように構成されている。
【０００５】
　また、上記特許文献３では、赤色、緑色および青色の３色のレーザ光を発生させるレー
ザ光源と、レーザ光を光変調器において変調する光変調器と、光変調器において変調され
たレーザ光の一部を遮断するための水平光チョッパと、水平光チョッパからのレーザ光を
水平方向に走査するポリゴンミラーと、ポリゴンミラーにおいて水平方向に走査されたレ
ーザ光を垂直方向に走査してスクリーンに画像を表示するガルバノミラーとを備えた光走
査型プロジェクタが開示されている。上記特許文献３の光走査型プロジェクタでは、水平
光チョッパにおいて、隣接した画素間を分離するようにレーザ光を遮断することによって
、スクリーンに表示される画像において画素間の境界を際立たせるように構成されている
。
【０００６】
　また、上記特許文献４では、レーザ光を発生させる半導体レーザと、半導体レーザから
発生されたレーザ光を走査するための回転多面鏡と、走査されたレーザ光の通過タイミン
グを検出する光検出装置とを備えた光走査装置が開示されている。上記特許文献４の光走
査装置は、光検出装置によって検出されたレーザ光の通過タイミングと画像情報とにずれ
がある場合において、ずれが存在する位置における画像情報のデータを削除または追加す
ることによって、ずれを補正するように構成されている。なお、この光走査装置では、画
像情報に基づいてレーザ光の発光や発光停止を行うように構成されており、レーザ光の発
光や発光停止は半導体レーザの光出力を変化させることによって行われるように構成され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－２７９９４３号公報
【特許文献２】特開２００２－３４１２８５号公報
【特許文献３】特開２００２－２９６６７７号公報
【特許文献４】特開２００１－３０５３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１による映像表示装置では、複数のレーザ発生部のうちの
一部のレーザ発生部のレーザ出力を停止させる一方、残りのレーザ発生部では継続的にレ
ーザ出力が行われるため、継続的にレーザ出力が行われる残りのレーザ発生部において温
度が上昇しやすいという不都合がある。このため、温度の上昇に起因して継続的にレーザ
出力が行われるレーザ発生部の発光効率（電流に対する光出力）が低下するという問題点
がある。
【０００９】
　また、上記特許文献２による光走査装置では、可動ミラーにおいて光ビームを正しく走
査させていないと判断される異常な状態ではレーザダイオードへの電流の供給が中止され
る一方、可動ミラーにおいて光ビームを正しく走査させていると判断される正常な状態で
は、レーザダイオードへの電流の供給が中止されない。このため、正常な状態が継続して
いる間は、常にレーザダイオードから継続的に光ビームが発生されていると考えられる。
この場合、レーザダイオードにおいて温度が上昇しやすいという不都合がある。したがっ
て、温度の上昇に起因してレーザダイオードの発光効率が低下するという問題点がある。
【００１０】
　また、上記特許文献３による光走査型プロジェクタでは、水平光チョッパにおいて、隣
接した画素間を分離するようにレーザ光を遮断する一方、レーザ光源から継続的にレーザ
光が発生されているため、レーザ光源において温度が上昇しやすいという不都合がある。
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このため、温度の上昇に起因してレーザ光源の発光効率が低下するという問題点がある。
【００１１】
　また、上記特許文献４による光走査装置では、画像情報に基づいてレーザ光の発光が停
止される場合がある一方、画像情報によっては、半導体レーザから継続的にレーザ光が発
生される状態が生じる場合があると考えられる。この場合、半導体レーザにおいて温度が
上昇しやすいという不都合がある。このため、温度の上昇に起因して半導体レーザの発光
効率が低下するという問題点がある。
【００１２】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、温度の上昇に起因してレーザ光発生部の発光効率が低下するのを抑制すること
が可能なプロジェクタを提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【００１３】
　この発明の一の局面によるプロジェクタは、レーザ光を発するレーザ光発生部と、レー
ザ光を走査させることによって任意の投影領域に映像を投影する投影部と、レーザ光の走
査区間のうちの予め設定された一部の走査区間においてレーザ光発生部に対する電流の供
給を停止することによって、レーザ光発生部にレーザ光を発生させないように制御する制
御部とを備える。
【００１４】
　この発明の一の局面によるプロジェクタでは、上記のように、制御部がレーザ光の走査
区間のうちの予め設定された一部の走査区間においてレーザ光発生部に対する電流の供給
を停止することによりレーザ光発生部にレーザ光を発生させないように制御することによ
って、たとえば、画像情報や、投影部の異常な状態などに基づいてレーザ光の発生および
停止を制御する場合と異なり、一部の走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光を発生
させないように予め設定されているので、レーザ光発生部に継続的にレーザ光を発生させ
る状態が生じるのを確実に抑制することができる。また、一部の走査区間においてレーザ
光発生部にレーザ光を発生させないように予め設定することにより、レーザ光を発生させ
ない走査区間においてレーザ光発生部はレーザ光を発している際に発生した熱を外部に放
出することができる。これらにより、レーザ光発生部における温度の上昇を抑制すること
ができるので、温度の上昇に起因してレーザ光発生部の発光効率が低下するのを抑制する
ことができる。
【００１５】
　また、一般的に、レーザ光発生部に供給される電流が所定の発光閾値未満である場合に
は、レーザ光発生部はレーザ光を発光しないため、レーザ光の輝度を下げる場合にも発光
閾値以上の電流を流す必要がある。このような状況下において、本発明のプロジェクタで
は、プロジェクタがレーザ光を走査区間の全体を走査させながらレーザ光の輝度を下げる
ことによって消費電力を小さくするように構成されている場合と異なり、レーザ光発生部
に対する電流の供給を停止することによりレーザ光発生部に発光閾値以上の電流を流し続
ける必要がないので、消費電力をより小さくすることができる。
【００１６】
　上記一の局面によるプロジェクタにおいて、好ましくは、走査区間は、往路と復路とか
ら構成される往復走査区間を含み、制御部は、往復走査区間の往路または復路の少なくと
もいずれか一方の予め設定された一部の走査区間においてレーザ光発生部に対する電流の
供給を停止することによって、レーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うよう
に構成されている。このように構成すれば、往路と復路とを走査可能な投影部を用いるプ
ロジェクタにおいて、レーザ光発生部の発光効率が低下するのを抑制することができる。
【００１７】
　この場合、好ましくは、制御部は、往復走査区間の往路の予め設定された一部の走査区
間と復路の予め設定された一部の走査区間との両方においてレーザ光発生部に対する電流
の供給をそれぞれ停止することによって、レーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御
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を行うように構成されている。このように構成すれば、レーザ光発生部において継続的に
レーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制することができるとともに、往路の一部の走
査区間と復路の一部の走査区間との両方においてレーザ光発生部は熱を外部に放出するこ
とができるので、レーザ光発生部における温度の上昇をより抑制することができる。
【００１８】
　上記往路の一部の走査区間と復路の一部の走査区間との両方においてレーザ光を発生さ
せないプロジェクタにおいて、好ましくは、往路の予め設定された一部の走査区間の長さ
および復路の予め設定された一部の走査区間の長さは、それぞれ、往路の長さの略半分お
よび復路の長さの略半分である。このように構成すれば、往路の長さの略半分である往路
の一部の走査区間と復路の長さの略半分である復路の一部の走査区間との両方においてレ
ーザ光発生部は熱を外部に放出することができるので、レーザ光発生部における温度の上
昇を効果的に抑制することができる。
【００１９】
　上記一の局面によるプロジェクタにおいて、好ましくは、レーザ光発生部と投影部と制
御部とを含むプロジェクタ本体をさらに備え、プロジェクタ本体は、ユーザによって携帯
される携帯型のプロジェクタ本体からなる。このように構成すれば、たとえば、バッテリ
ー駆動によって携帯型のプロジェクタを駆動させた場合であっても、プロジェクタ本体の
消費電力が低減される分、ユーザがプロジェクタを長時間使用することができる。
【００２０】
　上記一の局面によるプロジェクタにおいて、好ましくは、投影部は、投影領域にレーザ
光を所定の時間間隔で繰り返し走査させることによって、映像を投影領域に投影するよう
に構成されており、制御部は、第１の走査の際に、レーザ光の走査区間のうちの予め設定
された一部の走査区間においてレーザ光発生部に対する電流の供給を停止することによっ
て、レーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うように構成されているとともに
、第１の走査と同じ走査区間を第１の走査の次に走査する第２の走査の際に、第１の走査
の際にレーザ光を発生させなかった走査区間においてレーザ光発生部に対して電流を供給
することによって、レーザ光発生部にレーザ光を発生させ、かつ、レーザ光を発生させな
かった走査区間とは異なる走査区間において、レーザ光発生部に対する電流の供給を停止
することによって、レーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うように構成され
ており、制御部は、第１の走査と第２の走査とを繰り返す制御を行うように構成されてい
る。このように構成すれば、第１の走査の際にレーザ光を発生させなかった走査区間を、
第１の走査と同じ走査区間を第１の走査の次に走査する第２の走査の際にレーザ光を発生
させることにより補うことができる。これにより、レーザ光を発生させなかった走査区間
が存在することに起因して、投影領域に投影される映像の解像度が低下するのを抑制する
ことができる。また、第１の走査と同じ走査区間を第１の走査の次に走査する第２の走査
の際に、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異なる走査区間において、レーザ光発
生部に対する電流の供給を停止することにより、レーザ光発生部にレーザ光を発生させな
いように構成することによって、レーザ光発生部に継続的にレーザ光を発生させる状態が
生じるのを抑制することができるとともに、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異
なる走査区間においてレーザ光を発している際に発生した熱を外部に放出することができ
る。
【００２１】
　上記第１の走査と第２の走査とを繰り返すプロジェクタにおいて、好ましくは、投影部
は、レーザ光の同じ走査区間を繰り返し走査させることによって映像を投影領域に投影す
るように構成されており、制御部は、第１の走査としての第１回目の走査の際に、レーザ
光の走査区間のうちの予め設定された一部の走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光
を発生させない制御を行うように構成されているとともに、第２の走査としての第２回目
の走査の際に、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった走査区間においてレー
ザ光発生部にレーザ光を発生させ、かつ、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異な
る走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うように構成され
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ている。このように構成すれば、レーザ光の同じ走査区間を繰り返し走査させるプログレ
ッシブ方式において、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった走査区間を、次
の第２回目の走査の際にレーザ光を発生させることにより補うことができる。これにより
、レーザ光を発生させなかった走査区間が存在することに起因して、投影領域に投影され
る映像の解像度が低下するのをより確実に抑制することができる。また、第２回目の走査
の際に、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異なる走査区間においてレーザ光発生
部にレーザ光を発生させないように構成することによって、レーザ光発生部に継続的にレ
ーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制することができるとともに、レーザ光を発生さ
せなかった走査区間とは異なる走査区間においてレーザ光を発している際に発生した熱を
外部に放出することができる。
【００２２】
　上記第１の走査と第２の走査とを繰り返すプロジェクタにおいて、好ましくは、走査区
間は、投影領域のうちの所定の領域に対応する第１走査区間と、投影領域のうちの第１走
査区間とは異なる領域に対応する第２走査区間とから構成されるとともに、投影部は、第
１走査区間と第２走査区間とを１組とする走査が繰り返し行われることによって、映像を
投影領域に投影するように構成されており、制御部は、第１走査区間の走査と第２走査区
間の走査とを交互に繰り返し行う場合に、第１の走査としての第１回目の走査の際に、レ
ーザ光の第１走査区間のうちの予め設定された一部の走査区間においてレーザ光発生部に
レーザ光を発生させない制御を行うように構成されており、第１の走査としての第２回目
の走査の際に、レーザ光の第２走査区間のうちの予め設定された一部の走査区間において
レーザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うように構成されているとともに、第
２の走査としての第３回目の走査の際に、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなか
った走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光を発生させ、かつ、レーザ光を発生させ
なかった走査区間とは異なる走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光を発生させない
制御を行うように構成されており、第２の走査としての第４回目の走査の際に、第２回目
の走査の際にレーザ光を発生させなかった走査区間においてレーザ光発生部にレーザ光を
発生させ、かつ、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異なる走査区間においてレー
ザ光発生部にレーザ光を発生させない制御を行うように構成されている。このように構成
すれば、第１走査区間と第２走査区間とを１組とする走査が繰り返し行われるインターレ
ース方式において、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった第１走査区間の一
部の走査区間を、次に第１走査区間が走査される第３回目の走査の際にレーザ光を発生さ
せることにより補うことができる。また、第２回目の走査の際にレーザ光を発生させなか
った第２走査区間の一部の走査区間を、次に第２走査区間が走査される第４回目の走査の
際にレーザ光を発生させることにより補うことができる。これにより、レーザ光を発生さ
せなかった走査区間が存在することに起因して、投影領域に投影される映像の解像度が低
下するのをより抑制することができる。また、第３回目および第４回目の走査の際に、そ
れぞれ、レーザ光を発生させなかった走査区間とは異なる走査区間においてレーザ光発生
部にレーザ光を発生させないように構成することによって、レーザ光発生部に継続的にレ
ーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制することができるとともに、レーザ光を発生さ
せなかった走査区間とは異なる走査区間においてレーザ光を発している際に発生した熱を
外部に放出することができる。
【００２３】
　上記一の局面によるプロジェクタにおいて、好ましくは、制御部は、レーザ光発生部に
対して供給される電流の大きさに応じて、レーザ光発生部に対する電流の供給を停止する
走査区間の数を変更させるとともに、電流の供給が停止された走査区間の長さを変更する
制御を行うように構成されている。このように構成すれば、レーザ光を発生させることに
起因するレーザ光発生部における温度の上昇と、レーザ光を発生させないことに起因する
投影領域に投影される映像の解像度の低下との両方を適切に抑制した状態で、映像を投影
領域に投影することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態による携帯型プロジェクタの使用状態を示した図である。
【図２】図１に示した携帯型プロジェクタの構成を示したブロック図である。
【図３】一般的なレーザダイオードにおける電流と光出力との関係を示したグラフである
。
【図４】図１に示した携帯型プロジェクタのレーザ光の光学系を示した図である。
【図５】図１に示した携帯型プロジェクタの第１（奇数）回目の走査を示した図である。
【図６】図１に示した携帯型プロジェクタの第２（偶数）回目の走査を示した図である。
【図７】図１に示した携帯型プロジェクタの赤色・青色ＬＤおよび緑色ＬＤに対して供給
される電流が大きい状態が所定の期間継続した場合の第１（奇数）回目の走査を示した図
である。
【図８】図１に示した携帯型プロジェクタの赤色・青色ＬＤおよび緑色ＬＤに対して供給
される電流が大きい状態が所定の期間継続した場合の第２（偶数）回目の走査を示した図
である。
【図９】本発明の第１実施形態の変形例による携帯型プロジェクタの第１（奇数）回目の
走査を示した図である。
【図１０】図９に示した携帯型プロジェクタの第２回目（偶数）の走査を示した図である
。
【図１１】本発明の第２実施形態による携帯型プロジェクタの第１回目および第２回目の
走査を示した図である。
【図１２】図１１に示した携帯型プロジェクタの第３回目および第４回目の走査を示した
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明を具体化した実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２６】
　（第１実施形態）
　図１～図８を参照して、第１実施形態による携帯型プロジェクタ１の構成を説明する。
なお、携帯型プロジェクタ１は、本発明の「プロジェクタ」の一例である。この第１実施
形態では、プログレッシブ方式の携帯型プロジェクタ１に本発明を適用した例について説
明する。
【００２７】
　本発明の第１実施形態による携帯型プロジェクタ１は、図１に示すように、赤色、緑色
および青色の３色のレーザ光（ＲＧＢレーザ光）をＸＹ平面からなる投影領域２に投影す
るように構成されている。その際、ＲＧＢレーザ光が走査されることによって、投影領域
２に映像を投影可能なように構成されている。また、携帯型プロジェクタ１は、ＶＧＡ端
子１０（図２参照）を介して、パーソナルコンピュータ３と接続されることにより、パー
ソナルコンピュータ３から入力される映像を投影領域２に投影するように構成されている
。また、携帯型プロジェクタ１は、ユーザ４が携帯した状態で使用することが可能なよう
に構成されている。また、携帯型プロジェクタ１は、図示しない電池（バッテリーなど）
によって電力を供給するように構成されている。
【００２８】
　また、携帯型プロジェクタ１には、図２に示すように、制御部１１と、赤色のレーザ光
と青色のレーザ光とそれぞれ発生させることが可能な赤色・青色レーザダイオード（赤色
・青色ＬＤ）１２と、緑色のレーザ光を発生させることが可能な緑色レーザダイオード（
緑色ＬＤ）１３と、レーザ制御部１４とが設けられている。この制御部１１は、パーソナ
ルコンピュータ３から入力された映像を解析して、ある所定の走査位置における画素情報
を走査区間３０（図５参照）に渡って認識するように構成されている。また、制御部１１
は、レーザ制御部１４を介して、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に電流を供給す
るように構成されているとともに、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３への電流の供
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給を停止するか否かを判断するように構成されている。また、レーザ制御部１４は、制御
部１１において認識された走査区間３０のうちのある所定の走査位置における画素情報に
基づいて、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３から発せられる赤色のレーザ光、青色
のレーザ光および緑色のレーザ光を所定の階調を有するＲＧＢレーザ光になるように制御
するように構成されている。なお、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３は、それぞれ
、本発明の「レーザ光発生部」の一例である。
【００２９】
　また、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３は、それぞれ、図３のグラフに示すよう
な一般的なレーザダイオードの性質を有する。つまり、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３では、それぞれ、供給される電流が一定値（発光閾値）未満である場合には、自然
放出による発光が行われる。一方、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３では、それぞ
れ、供給される電流が一定値（発光閾値）以上である場合には、誘導放出による発光が行
われる。この際、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３では電流の大きさに伴って、光
出力が大きいレーザ光が発せられるように構成されている。また、赤色・青色ＬＤ１２お
よび緑色ＬＤ１３は、それぞれ、光出力が大きくなるのに伴って、輝度の大きいレーザ光
が発せられるように構成されている。また、第１実施形態においては、制御部１１によっ
て、レーザ光が発せられる際には、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３には一定値（
発光閾値）以上の電流が供給されるように構成されているとともに、レーザ光が発せられ
ない際には、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３には電流の供給が停止されるように
構成されている。
【００３０】
　また、携帯型プロジェクタ１には、図２に示すように、スキャナーミラー１５と、制御
部１１によってそれぞれ駆動が制御される水平方向ミラー駆動部１６および垂直方向ミラ
ー駆動部１７とが設けられている。このスキャナーミラー１５は、図４に示すように、振
れ角αを有する振動可能な小型の振動ミラー素子である。また、スキャナーミラー１５は
、水平方向ミラー駆動部１６（図２参照）によって、投影領域２の水平方向（Ｘ方向）に
ＲＧＢレーザ光を反射するように振動させられるように構成されている。この際、スキャ
ナーミラー１５は、振れ角αで、かつ、所定の共振周波数で水平方向に振動させられるよ
うに構成されている。また、スキャナーミラー１５は、垂直方向ミラー駆動部１７（図２
参照）によって、投影領域２の垂直方向（図１のＹ方向）にＲＧＢレーザ光を反射するよ
うに構成されている。これにより、スキャナーミラー１５は、ＲＧＢレーザ光を投影領域
２のＸＹ平面（図１参照）の走査区間３０（図５参照）で走査可能なように構成されてい
る。また、スキャナーミラー１５は、Ｘ１方向に走査可能であるとともに、Ｘ２方向に走
査可能なように構成されている。なお、スキャナーミラー１５は、本発明の「投影部」の
一例である。
【００３１】
　また、携帯型プロジェクタ１には、図２に示すように、ＲＧＢレーザ光の有する階調を
検出する光強度センサ１８が設けられている。この光強度センサ１８は、レーザ制御部１
４と接続されており、検出された階調をレーザ制御部１４に出力するように構成されてい
る。また、レーザ制御部１４は、光強度センサ１８から入力された階調を解析して、走査
位置における画素情報と比較して正しい階調か否かを判断するとともに、正しい階調でな
い場合には、正しい階調になるように赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３の出力（輝
度）を制御するように構成されている。また、携帯型プロジェクタ１には、スキャナーミ
ラー１５の振れ角を検出する位置検出センサ１９と、スキャナーミラー１５が一定の振れ
角αで振動するように走査の状況を検出して制御部１１に出力する位置検出部２０とがさ
らに設けられている。
【００３２】
　また、携帯型プロジェクタ１の光学系では、図４に示すように、赤色・青色ＬＤ１２が
発する赤色のレーザ光および青色のレーザ光と緑色ＬＤ１３が発する緑色のレーザ光とが
、略直角に交差するように赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３が配置されている。ま
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た、赤色のレーザ光および青色のレーザ光と緑色のレーザ光とが直角に交差する位置にハ
ーフミラー２１が配置されている。また、赤色・青色ＬＤ１２から発せられる赤色のレー
ザ光および青色のレーザ光の一部がハーフミラー２１において反射される方向で、かつ、
緑色ＬＤ１３から発せられる緑色のレーザ光の一部がハーフミラー２１を透過する方向に
レンズ２２が配置されている。このレンズ２２は、赤色のレーザ光、青色のレーザ光およ
び緑色のレーザ光の光軸を揃えて所定の階調を有するＲＧＢレーザ光にする機能を有する
。また、赤色・青色ＬＤ１２から発せられる赤色のレーザ光および青色のレーザ光の一部
がハーフミラー２１を透過する方向で、かつ、緑色ＬＤ１３から発せられる緑色のレーザ
光の一部がハーフミラー２１において反射される方向に光強度センサ１８が配置されてい
る。
【００３３】
　また、レンズ２２において光軸が揃えられたＲＧＢレーザ光は、スキャナーミラー１５
により反射されることによって投影領域２に向けて走査されるように構成されている。ま
た、スキャナーミラー１５においてＲＧＢレーザ光が反射された方向には、ハーフミラー
２３が配置されている。このハーフミラー２３は、ＲＧＢレーザ光の一部を走査区間３０
（図５参照）を確認するための走査区間確認部２４と、位置検出センサ１９とに向かって
反射させるように構成されている。また、位置検出センサ１９は、走査区間確認部２４の
端部に位置するように配置されている。この位置検出センサ１９は、スキャナーミラー１
５が振れ角α未満で振動させられることによってＲＧＢレーザ光が走査区間確認部２４内
のみで走査されて位置検出センサ１９にＲＧＢレーザ光が入力されない場合に、スキャナ
ーミラー１５がＲＧＢレーザ光を十分に走査させていないという内容の情報を検出して位
置検出部２０に出力するように構成されている。また、ハーフミラー２３は、ＲＧＢレー
ザ光の一部を投影領域２の方向に透過するように構成されている。
【００３４】
　また、ＲＧＢレーザ光の一部がハーフミラー２３を透過する方向にスリット２５が配置
されている。このスリット２５は、ハーフミラー２３を透過したＲＧＢレーザ光のうち、
Ｘ１方向の端部近傍の走査位置（図５参照）に対応するＲＧＢレーザ光およびＸ２方向の
端部近傍の走査位置（図５参照）に対応するＲＧＢレーザ光を投影領域２に投影させない
ために設けられている。なお、スキャナーミラー１５の振れ角がαである際に、ＲＧＢレ
ーザ光は、Ｘ１方向の端部の走査位置またはＸ２方向の端部の走査位置に反射されるよう
に構成されている。ここで、Ｘ１方向の端部近傍の走査位置またはＸ２方向の端部近傍の
走査位置にＲＧＢレーザ光を反射する際のスキャナーミラー１５の角速度は、両端部近傍
以外の走査位置にＲＧＢレーザ光を反射する際のスキャナーミラー１５の略一定の角速度
と比べて小さい。これにより、スリット２５を用いてＸ１方向の端部近傍の走査位置およ
びＸ２方向の端部近傍の走査位置を投影領域２に投影させないように構成することによっ
て、角速度の違いに起因する投影領域２の映像の乱れを抑制することが可能である。
【００３５】
　また、スリット２５は、走査区間確認部２４に投影される映像と投影領域２に投影され
る映像とが略同一になるように構成されている。これにより、走査区間確認部２４および
位置検出センサ１９によって検出される情報を投影領域２への映像の投影に反映させるこ
とが可能である。
【００３６】
　また、第１実施形態では、図５に示すように、スキャナーミラー１５（図４参照）は、
ＲＧＢレーザ光を投影領域２のＸＹ平面に対応するように、走査区間３０で走査させるよ
うに構成されている。この走査区間３０は、Ｘ１側からＸ２側に向かう往路３１ａとＸ２
側からＸ１側に向かう復路３１ｂとから構成される往復走査区間３１がＹ１方向に沿って
繰り返しつなげられることによって構成されている。また、スキャナーミラー１５は、所
定の共振周波数に基づいて振動させられるとともに、ＲＧＢレーザ光の走査区間３０を繰
り返し走査させることによって、１フレームの映像を投影領域２に投影させるように構成
されている。すなわち、携帯型プロジェクタ１では、プログレッシブ方式を用いて、スキ
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ャナーミラー１５によってＲＧＢレーザ光を投影領域２に対応するように走査区間３０を
走査させるように構成されている。
【００３７】
　ここで、第１実施形態では、走査区間３０において、投影領域２の仮想上の中央線Ａの
位置でレーザ光投影区間４０ａとレーザ光停止区間４０ｂとが切り替わるように予め設定
された内容で制御部１１によって制御されるように構成されている。なお、レーザ光停止
区間４０ｂは、本発明の「予め設定された一部の走査区間」の一例である。
【００３８】
　具体的には、第１回目の走査の際に、制御部１１（図２参照）によって、往路３１ａの
Ｘ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照
）および緑色ＬＤ１３（図２参照）にそれぞれ電流が供給されることによって、赤色・青
色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色の
レーザ光を発生させるように構成されている。これにより、往路３１ａのＸ１側の端部か
ら中央線Ａまでの走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光
投影区間４０ａ（実線で示す）になるように構成されている。一方、制御部１１によって
、往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ
１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流の供給が停止されることによって、赤色・青色Ｌ
Ｄ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレー
ザ光を発生させないように構成されている。これにより、往路３１ａの中央線ＡからＸ２
側の端部までの走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光
停止区間４０ｂ（破線で示す）になるように構成されている。
【００３９】
　また、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、復路３１ｂのＸ２側の端部から中
央線Ａまでの走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ
電流が供給されることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色
のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成されている。
これにより、復路３１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０は、ＲＧＢレー
ザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間４０ａ（実線で示す）になるように構
成されている。一方、制御部１１によって、復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部まで
の走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流の供給
が停止されることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレ
ーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成されている。こ
れにより、復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの走査区間３０は、ＲＧＢレーザ
光が投影されないことによって、レーザ光停止区間４０ｂ（破線で示す）になるように構
成されている。なお、第１回目の走査は、本発明の「第１の走査」の一例である。
【００４０】
　また、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０の長さ（復路３１ｂ
の中央線ＡからＸ１側の端部までの走査区間３０の長さ）Ｌ１は、往路３１ａの中央線Ａ
からＸ２側の端部までの走査区間３０の長さ（復路３１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａま
での走査区間３０の長さ）Ｌ２と同じ長さである。また、長さＬ１とＬ２とは、それぞれ
、往路３１ａの長さの略半分であるとともに、復路３１ｂの長さの略半分であるように構
成されている。
【００４１】
　また、第１実施形態では、図６に示すように、第２回目の走査の際に、制御部１１（図
２参照）によって、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０において
、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）にそれぞれ電流の供
給が停止されることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色の
レーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成されている。
これにより、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０は、ＲＧＢレー
ザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間４０ｂになるように構成されている
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。一方、制御部１１によって、往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３
０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流が供給されることに
よって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレー
ザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成されている。これにより、往路３１ａ
の中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることに
よって、レーザ光投影区間４０ａになるように構成されている。
【００４２】
　また、第２回目の走査の際に、制御部１１によって、復路３１ｂのＸ２側の端部から中
央線Ａまでの走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ
電流の供給が停止されることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞ
れ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成され
ている。これにより、復路３１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０は、Ｒ
ＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間４０ｂになるように構成さ
れている。一方、制御部１１によって、復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの走
査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流が供給され
ることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青
色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成されている。これにより、復
路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が投影され
ることによって、レーザ光投影区間４０ａになるように構成されている。なお、第２回目
の走査は、本発明の「第２の走査」の一例である。
【００４３】
　また、制御部１１によって、第３回目の走査の際には、図５に示す第１回目の走査と同
様の走査が行われるとともに、第４回目の走査の際には、図６に示す第２回目の走査と同
様の走査が行われるように構成されている。すなわち、制御部１１によって、上述の奇数
回目の走査と偶数回目の走査とが繰り返されるように構成されている。
【００４４】
　また、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）に対して供給
される電流が所定の電流値より大きい状態が所定の期間継続した場合に、走査区間３０に
おいて、図５および図６に示す中央線Ａでレーザ光投影区間４０ａとレーザ光停止区間４
０ｂとが切り替わるように制御部１１（図２参照）によって制御されていた状態から、図
７および図８に示すように、中央線Ａの位置と仮想上の線Ｂの位置と仮想上の線Ｃの位置
とで、それぞれ、レーザ光投影区間５０ａとレーザ光停止区間５０ｂとが切り替わるよう
に予め設定された内容で制御部１１によって制御されるように構成されている。この仮想
上の線Ｂは、Ｘ１側の端部と中央線Ａとの略中間に位置するとともに、仮想上の線Ｃは、
中央線ＡとＸ２側の端部との略中間に位置する。すなわち、赤色・青色ＬＤ１２および緑
色ＬＤ１３に対して供給される電流が所定の電流値より大きい状態が所定の期間継続した
場合に、制御部１１によって、電流の供給が停止される走査区間３０（レーザ光停止区間
５０ｂ）の数が２倍に増加されるとともに、レーザ光停止区間５０ｂのそれぞれの長さが
略半分にされるように構成されている。なお、レーザ光停止区間５０ｂは、本発明の「予
め設定された一部の走査区間」の一例である。
【００４５】
　具体的には、図７に示すように、第１回目の走査の際に、制御部１１（図２参照）によ
って、往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｃまでの
走査区間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参
照）にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるよう
に構成されている。これにより、往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間３０
と中央線Ａから線Ｃまでの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光が投影されるこ
とによって、レーザ光投影区間５０ａ（実線で示す）になるように構成されている。一方
、制御部１１によって、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａまでの走査区間３０と線ＣからＸ
２側の端部までの走査区間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそ
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れぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成
されている。これにより、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａまでの走査区間３０と線Ｃから
Ｘ２側の端部までの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光が投影されないことに
よって、レーザ光停止区間５０ｂ（点線で示す）になるように構成されている。
【００４６】
　また、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、復路３１ｂのＸ２側の端部から線
Ｃまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｂまでの走査区間３０とにおいて、赤色・青色Ｌ
Ｄ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレー
ザ光を発生させるように構成されている。これにより、復路３１ｂのＸ２側の端部から線
Ｃまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｂまでの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレ
ーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間５０ａ（実線で示す）になるように
構成されている。一方、制御部１１によって、復路３１ｂの線Ｃから中央線Ａまでの走査
区間３０と線ＢからＸ１側の端部までの走査区間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２お
よび緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発
生させないように構成されている。これにより、復路３１ｂの線Ｃから中央線Ａまでの走
査区間３０と線ＢからＸ１側の端部までの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光
が投影されないことによって、レーザ光停止区間５０ｂ（点線で示す）になるように構成
されている。
【００４７】
　また、往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間３０の長さ（復路３１ｂの線
ＢからＸ１側の端部までの走査区間３０の長さ）Ｌ３と、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａ
までの走査区間３０の長さ（復路３１ｂの中央線Ａから線Ｂまでの走査区間３０の長さ）
Ｌ４と、往路３１ａの中央線Ａから線Ｃまでの走査区間３０の長さ（復路３１ｂの線Ｃか
ら中央線Ａまでの走査区間３０の長さ）Ｌ５と、往路３１ａの線ＣからＸ２側の端部まで
の走査区間３０の長さ（復路３１ｂのＸ２側の端部から線Ｃまでの走査区間３０の長さ）
Ｌ６とは、互いに略同一であるように構成されている。
【００４８】
　また、図８に示すように、第２回目の走査の際に、制御部１１（図２参照）によって、
往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｃまでの走査区
間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）に
それぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構
成されている。これにより、往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間３０と中
央線Ａから線Ｃまでの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光が投影されないこと
によって、レーザ光停止区間５０ｂになるように構成されている。一方、制御部１１によ
って、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａまでの走査区間３０と線ＣからＸ２側の端部までの
走査区間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレー
ザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成されている。これに
より、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａまでの走査区間３０と線ＣからＸ２側の端部までの
走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影
区間５０ａになるように構成されている。
【００４９】
　また、第２回目の走査の際に、制御部１１によって、復路３１ｂのＸ２側の端部から線
Ｃまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｂまでの走査区間３０とにおいて、赤色・青色Ｌ
Ｄ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレー
ザ光を発生させないように構成されている。これにより、復路３１ｂのＸ２側の端部から
線Ｃまでの走査区間３０と中央線Ａから線Ｂまでの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢ
レーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間５０ｂになるように構成されて
いる。一方、制御部１１によって、復路３１ｂの線Ｃから中央線Ａまでの走査区間３０と
線ＢからＸ１側の端部までの走査区間３０とにおいて、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるよ
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うに構成されている。これにより、復路３１ｂの線Ｃから中央線Ａまでの走査区間３０と
線ＢからＸ１側の端部までの走査区間３０とは、それぞれ、ＲＧＢレーザ光が投影される
ことによって、レーザ光投影区間５０ａになるように構成されている。
【００５０】
　また、制御部１１によって、第３回目の走査の際には、図７に示す第１回目の走査と同
様の走査が行われるとともに、第４回目の走査の際には、図８に示す第２回目の走査と同
様の走査が行われるように構成されている。すなわち、制御部１１によって、上述の奇数
回目の走査と偶数回目の走査とが繰り返されるように構成されている。
【００５１】
　第１実施形態では、上記のように、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、往路
３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線ＡからＸ１
側の端部までの走査区間３０とのレーザ光停止区間４０ｂにおいて、赤色・青色ＬＤ１２
および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流の供給が停止されることによって、赤色・青色ＬＤ１
２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光
を発生させないように構成することによって、レーザ光停止区間４０ｂにおいて赤色・青
色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれレーザ光を発生させないように予め設定されて
いるので、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３においてそれぞれ継続的にレーザ光を
発生させる状態が生じるのを確実に抑制することができる。また、往路３１ａの中央線Ａ
からＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの走
査区間３０との両方のレーザ光停止区間４０ｂにおいて、赤色・青色ＬＤ１２および緑色
ＬＤ１３はそれぞれレーザ光を発している際に発生した熱を外部に放出することができる
ので、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３における温度の上昇をより抑制することが
できる。これらにより、温度の上昇に起因して赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３の
発光効率（電流に対する光出力）が低下するのをより抑制することができる。また、レー
ザ光停止区間４０ｂにおいて赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に発光閾値以上の電
流をそれぞれ流し続ける必要がないので、消費電力をより小さくすることができる。
【００５２】
　また、第１実施形態では、上記のように、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまで
の走査区間３０の長さ（復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの走査区間３０の長
さ）Ｌ１と、往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０の長さ（復路３
１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０の長さ）Ｌ２とを、それぞれ、往路
３１ａの長さの略半分であるとともに、復路３１ｂの長さの略半分であるように構成する
ことによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３においてそれぞれ継続的にレーザ
光を発生させる状態が生じるのを抑制することができる。また、往路３１ａの長さの略半
分である往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０または往路３１ａの
中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０のいずれか一方と、復路３１ｂの中央線Ａ
からＸ１側の端部までの走査区間３０または復路３１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまで
の走査区間３０のいずれか一方との両方のレーザ光停止区間４０ｂにおいて、赤色・青色
ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にレーザ光を発させないことによって、赤色・青色ＬＤ１２
および緑色ＬＤ１３はそれぞれ熱を外部に放出することができるので、赤色・青色ＬＤ１
２および緑色ＬＤ１３における温度の上昇を効果的に抑制することができる。
【００５３】
　また、第１実施形態では、上記のように、携帯型プロジェクタ１をユーザ４によって携
帯されることが可能な小型のプロジェクタであるように構成することによって、携帯型プ
ロジェクタ１の消費電力が低減される分、ユーザ４が携帯型プロジェクタ１を長時間使用
することができる。
【００５４】
　また、第１実施形態では、上記のように、第１回目の走査の際に、制御部１１によって
、往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線Ａか
らＸ１側の端部までの走査区間３０とのレーザ光停止区間４０ｂ（図５参照）において、
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赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流の供給が停止されることによって
、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光お
よび緑色のレーザ光を発生させないとともに、第２回目の走査の際に、往路３１ａの中央
線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部まで
の走査区間３０とのレーザ光投影区間４０ａ（図６参照）において、赤色・青色ＬＤ１２
および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流が供給されることによって、赤色・青色ＬＤ１２およ
び緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生
させるように構成することによって、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった
往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線Ａから
Ｘ１側の端部までの走査区間３０とを、次の第２回目の走査の際にレーザ光を発生させる
ことにより補うことができる。これにより、レーザ光を発生させなかった往路３１ａの中
央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間３０と復路３１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部ま
での走査区間３０とのレーザ光停止区間４０ｂ（図５参照）が存在することに起因して、
投影領域２に投影される映像の解像度が低下するのをより確実に抑制することができる。
【００５５】
　また、第１実施形態では、上記のように、第２回目の走査の際に、制御部１１によって
、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの走査区間３０と復路３１ｂのＸ２側の端
部から中央線Ａまでの走査区間３０とのレーザ光停止区間４０ｂにおいて、赤色・青色Ｌ
Ｄ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ電流の供給が停止されることにより、赤色・青色Ｌ
Ｄ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレー
ザ光を発生させないように構成することによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３に継続的にレーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制することができるとともに、レ
ーザ光停止区間４０ｂにおいてレーザ光を発している際に発生した熱を外部に放出するこ
とができる。
【００５６】
　また、第１実施形態では、上記のように、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対
して供給される電流が所定の電流値より大きい状態が所定の期間継続した場合に、制御部
１１によって、レーザ光停止区間５０ｂの数が２倍に増加されるとともに、レーザ光停止
区間５０ｂのそれぞれの長さが略半分にされるように構成することによって、赤色・青色
ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対してそれぞれ供給される電流が所定の電流値より大きい
状態が所定の期間継続することに起因して赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３におけ
る温度が上昇しやすい場合に、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対する電流の供
給を停止する走査区間３０（レーザ光停止区間５０ｂ）の数を増加させることによって、
赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３においてそれぞれ継続的にレーザ光を発生させる
状態が生じるのをさらに抑制することができる。これにより、赤色・青色ＬＤ１２および
緑色ＬＤ１３における温度の上昇をさらに抑制することができる。また、レーザ光停止区
間５０ｂの長さをそれぞれ略半分にすることによって、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３に対する電流の供給を停止する走査区間３０（レーザ光停止区間５０ｂ）の数を増
加させたとしても、レーザ光が投影される走査区間３０（レーザ光投影区間５０ａ）の総
延長が減少するのを抑制することができるので、投影領域２に投影される映像の解像度が
低下するのを抑制することができる。これらの結果、レーザ光を発生させることに起因す
る赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３における温度の上昇と、レーザ光を発生させな
いことに起因する投影領域２に投影される映像の解像度の低下との両方を適切に抑制した
状態で、映像を投影領域２に投影することができる。
【００５７】
　（第１実施形態の変形例）
　次に、図２、図９および図１０を参照して、第１実施形態の変形例について説明する。
この第１実施形態の変形例による携帯型プロジェクタ１００では、上記第１実施形態と異
なり、往路３１ａと復路３１ｂとにおいてレーザ光投影区間１６０ａとレーザ光停止区間
１６０ｂとが切り替わるように制御部１１によって制御される場合について説明する。
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【００５８】
　本発明の第１実施形態の変形例による携帯型プロジェクタ１００は、図９に示すように
、往路３１ａと復路３１ｂとにおいてレーザ光投影区間１６０ａとレーザ光停止区間１６
０ｂとが切り替わるように予め設定された内容で制御部１１（図２参照）によって制御さ
れるように構成されている。なお、携帯型プロジェクタ１００は、本発明の「プロジェク
タ」の一例であり、レーザ光停止区間１６０ｂは、本発明の「予め設定された一部の走査
区間」の一例である。
【００５９】
　具体的には、第１（奇数）回目の走査の際に、制御部１１によって、往路３１ａからな
る走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参
照）にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるよう
に構成されている。これにより、往路３１ａからなる走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が
投影されることによって、レーザ光投影区間１６０ａになるように構成されている。一方
、制御部１１によって、復路３１ｂからなる走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２
および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を
発生させないように構成されている。これにより、復路３１ｂからなる走査区間３０は、
ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間１６０ｂになるように構
成されている。
【００６０】
　また、図１０に示すように、第２（偶数）回目の走査の際に、制御部１１によって、往
路３１ａからなる走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれ
ぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成さ
れている。これにより、往路３１ａからなる走査区間３０は、ＲＧＢレーザ光が投影され
ないことによって、レーザ光停止区間１６０ｂになるように構成されている。一方、制御
部１１によって、復路３１ｂからなる走査区間３０において、赤色・青色ＬＤ１２および
緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生さ
せるように構成されている。これにより、復路３１ｂからなる走査区間３０は、ＲＧＢレ
ーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間１６０ａになるように構成されてい
る。なお、第１実施形態の変形例のその他の構成および効果は、上記第１実施形態と同様
である。
【００６１】
　（第２実施形態）
　次に、図２、図１１および図１２を参照して、第２実施形態について説明する。この第
２実施形態による携帯型プロジェクタ２００では、上記第１実施形態と異なり、インター
レース方式を用いて、スキャナーミラー１５によってＲＧＢレーザ光を投影領域２に対応
するように第１走査区間２７０および第２走査区間２８０を走査させる場合について説明
する。
【００６２】
　本発明の第２実施形態による携帯型プロジェクタ２００では、図１１に示すように、ス
キャナーミラー１５（図２参照）は、ＲＧＢレーザ光を投影領域２のＸＹ平面に対応する
ように、投影領域２のうちの所定の領域に対応する第１走査区間２７０と、投影領域２の
うちの第１走査区間２７０とは異なる領域に対応する第２走査区間２８０とで走査させる
ように構成されている。また、スキャナーミラー１５は、第１走査区間２７０の走査と第
２走査区間２８０の走査との２回の走査を１組とする走査を繰り返し行うとともに、第１
走査区間２７０の走査と第２走査区間２８０の走査とを交互に行うことによって、映像を
投影領域２に投影するように構成されている。なお、携帯型プロジェクタ２００は、本発
明の「プロジェクタ」の一例である。
【００６３】
　また、第１走査区間２７０は、Ｘ１側からＸ２側に向かう第１往路２７１ａとＸ２側か
らＸ１側に向かう第１復路２７１ｂとから構成される第１往復走査区間２７１がＹ１方向
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に沿って繰り返しつなげられることによって構成されている。また、第２走査区間２８０
は、Ｘ１側からＸ２側に向かう第２往路２８１ａとＸ２側からＸ１側に向かう第２復路２
８１ｂとから構成される第２往復走査区間２８１がＹ１方向に沿って繰り返しつなげられ
ることによって構成されている。また、第２往路２８１ａおよび第２復路２８１ｂは、そ
れぞれ、第１往路２７１ａと第１復路２７１ｂとのＹ方向の間に位置するように構成され
ている。また、スキャナーミラー１５は、所定の共振周波数に基づいて振動させられると
ともに、ＲＧＢレーザ光を所定の時間間隔で４回走査させることによって、１フレームの
映像を投影領域２に投影させるように構成されている。すなわち、携帯型プロジェクタ２
００では、インターレース方式を用いて、スキャナーミラー１５によってＲＧＢレーザ光
を投影領域２に対応するように第１走査区間２７０と第２走査区間２８０とを走査させる
ように構成されている。なお、第１往復走査区間２７１および第２往復走査区間２８１は
、それぞれ、本発明の「往復走査区間」の一例である。また、第１往路２７１ａおよび第
２往路２８１ａは、それぞれ、本発明の「往路」の一例であり、第１復路２７１ｂおよび
第２復路２８１ｂは、それぞれ、本発明の「復路」の一例である。
【００６４】
　ここで、第２実施形態では、第１走査区間２７０および第２走査区間２８０において、
中央線Ａでレーザ光投影区間２４０ａとレーザ光停止区間２４０ｂとが切り替わるように
予め設定された内容で制御部１１（図２参照）によって制御されるように構成されている
。なお、レーザ光停止区間２４０ｂは、本発明の「予め設定された一部の走査区間」の一
例である。
【００６５】
　具体的には、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、第１往路２７１ａのＸ１側
の端部から中央線Ａまでの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色
ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させる
ように構成されている。これにより、第１往路２７１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまで
の第１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間
２４０ａになるように構成されている。一方、制御部１１によって、第１往路２７１ａの
中央線ＡからＸ２側の端部までの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２およ
び緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生
させないように構成されている。これにより、第１往路２７１ａの中央線ＡからＸ２側の
端部までの第１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ
光停止区間２４０ｂになるように構成されている。なお、第１回目の走査は、本発明の「
第１の走査」の一例である。
【００６６】
　また、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、第１復路２７１ｂのＸ２側の端部
から中央線Ａまでの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように
構成されている。これにより、第１復路２７１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第１
走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間２４０
ａになるように構成されている。一方、制御部１１によって、第１復路２７１ｂの中央線
ＡからＸ１側の端部までの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色
ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させな
いように構成されている。これにより、第１復路２７１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部ま
での第１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止
区間２４０ｂになるように構成されている。
【００６７】
　また、第２実施形態では、図１１に示すように、第２回目の走査の際に、制御部１１（
図２参照）によって、第２往路２８１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第２走査区間
２８０において、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）にそ
れぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成さ
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れている。これにより、第２往路２８１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第２走査区
間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間２４０ａにな
るように構成されている。一方、制御部１１によって、第２往路２８１ａの中央線Ａから
Ｘ２側の端部までの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないよう
に構成されている。これにより、第２往路２８１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第
２走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間２
４０ｂになるように構成されている。
【００６８】
　また、第２回目の走査の際に、制御部１１によって、第２復路２８１ｂのＸ２側の端部
から中央線Ａまでの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように
構成されている。これにより、第２復路２８１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第２
走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間２４０
ａになるように構成されている。一方、制御部１１によって、第２復路２８１ｂの中央線
ＡからＸ１側の端部までの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色
ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させな
いように構成されている。これにより、第２復路２８１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部ま
での第２走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止
区間２４０ｂになるように構成されている。なお、第２回目の走査は、本発明の「第１の
走査」の一例である。
【００６９】
　また、第２実施形態では、図１２に示すように、第３回目の走査の際に、制御部１１（
図２参照）によって、第１往路２７１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第１走査区間
２７０において、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）にそ
れぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成
されている。これにより、第１往路２７１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第１走査
区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間２４０ｂ
になるように構成されている。一方、制御部１１によって、第１往路２７１ａの中央線Ａ
からＸ２側の端部までの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるよ
うに構成されている。これにより、第１往路２７１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの
第１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間２
４０ａになるように構成されている。
【００７０】
　また、第３回目の走査の際に、制御部１１によって、第１復路２７１ｂのＸ２側の端部
から中央線Ａまでの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないよう
に構成されている。これにより、第１復路２７１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第
１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間２
４０ｂになるように構成されている。一方、制御部１１によって、第１復路２７１ｂの中
央線ＡからＸ１側の端部までの第１走査区間２７０において、赤色・青色ＬＤ１２および
緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生さ
せるように構成されている。これにより、第１復路２７１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部
までの第１走査区間２７０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影
区間２４０ａになるように構成されている。なお、第３回目の走査は、本発明の「第２の
走査」の一例である。
【００７１】
　また、第２実施形態では、図１２に示すように、第４回目の走査の際に、制御部１１（
図２参照）によって、第２往路２８１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第２走査区間
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２８０において、赤色・青色ＬＤ１２（図２参照）および緑色ＬＤ１３（図２参照）にそ
れぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成
されている。これにより、第２往路２８１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第２走査
区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間２４０ｂ
になるように構成されている。一方、制御部１１によって、第２往路２８１ａの中央線Ａ
からＸ２側の端部までの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色Ｌ
Ｄ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるよ
うに構成されている。これにより、第２往路２８１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの
第２走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影区間２
４０ａになるように構成されている。
【００７２】
　また、第４回目の走査の際に、制御部１１によって、第２復路２８１ｂのＸ２側の端部
から中央線Ａまでの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１
３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないよう
に構成されている。これにより、第２復路２８１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第
２走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されないことによって、レーザ光停止区間２
４０ｂになるように構成されている。一方、制御部１１によって、第２復路２８１ｂの中
央線ＡからＸ１側の端部までの第２走査区間２８０において、赤色・青色ＬＤ１２および
緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生さ
せるように構成されている。これにより、第２復路２８１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部
までの第２走査区間２８０は、ＲＧＢレーザ光が投影されることによって、レーザ光投影
区間２４０ａになるように構成されている。なお、第４回目の走査は、本発明の「第２の
走査」の一例である。
【００７３】
　また、制御部１１によって、第５回目の走査の際には、図１１に示す第１回目の走査と
同様の走査が行われるとともに、第６回目の走査の際には、第２回目の走査と同様の走査
が行われるように構成されている。また、制御部１１によって、第７回目の走査の際には
、図１２に示す第３回目の走査と同様の走査が行われるとともに、第８回目の走査の際に
は、第４回目の走査と同様の走査が行われるように構成されている。すなわち、制御部１
１によって、上述の第１回目の走査、第２回目の走査、第３回目の走査および第４回目の
走査が１組となって繰り返されるように構成されている。なお、第２実施形態のその他の
構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００７４】
　第２実施形態では、上記のように、第１回目の走査の際に、制御部１１によって、第１
往路２７１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第１走査区間２７０と、第１復路２７１
ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第１走査区間２７０とのレーザ光停止区間２４０ｂ
（図１１参照）において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレー
ザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないとともに、第３回目の走査の
際に、第１往路２７１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第１走査区間２７０と、第１
復路２７１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第１走査区間２７０とのレーザ光投影区
間２４０ａ（図１２参照）において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ
赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成すること
によって、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった第１往路２７１ａの中央線
ＡからＸ２側の端部までの第１走査区間２７０と、第１復路２７１ｂの中央線ＡからＸ１
側の端部までの第１走査区間２７０とを、次に第１走査区間２７０が走査される第３回目
の走査の際にレーザ光を発生させることにより補うことができる。これにより、レーザ光
を発生させなかった第１往路２７１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第１走査区間２
７０と、第１復路２７１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第１走査区間２７０とのレ
ーザ光停止区間２４０ｂ（図１１参照）が存在することに起因して、投影領域２に投影さ
れる映像の解像度が低下するのをより抑制することができる。
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【００７５】
　また、第２実施形態では、上記のように、第３回目の走査の際に、制御部１１によって
、第１往路２７１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第１走査区間２７０と、第１復路
２７１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第１走査区間２７０とのレーザ光停止区間２
４０ｂにおいて赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色
のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成することによって、赤色・青
色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に継続的にレーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制す
ることができるとともに、レーザ光停止区間２４０ｂにおいてレーザ光を発している際に
発生した熱を外部に放出することができる。
【００７６】
　また、第２実施形態では、上記のように、第２回目の走査の際に、制御部１１によって
、第２往路２８１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第２走査区間２８０と、第２復路
２８１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第２走査区間２８０とのレーザ光停止区間２
４０ｂ（図１１参照）において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色
のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないとともに、第４回目の
走査の際に、第２往路２８１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第２走査区間２８０と
、第２復路２８１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第２走査区間２８０とのレーザ光
投影区間２４０ａ（図１２参照）において、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそ
れぞれ赤色のレーザ光、青色のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させるように構成す
ることによって、第２回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった第２往路２８１ａの
中央線ＡからＸ２側の端部までの第２走査区間２８０と、第２復路２８１ｂの中央線Ａか
らＸ１側の端部までの第２走査区間２８０とを、次に第２走査区間２８０が走査される第
４回目の走査の際にレーザ光を発生させることにより補うことができる。これにより、レ
ーザ光を発生させなかった第２往路２８１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの第２走査
区間２８０と、第２復路２８１ｂの中央線ＡからＸ１側の端部までの第２走査区間２８０
とのレーザ光停止区間２４０ｂ（図１１参照）が存在することに起因して、投影領域２に
投影される映像の解像度が低下するのをより抑制することができる。
【００７７】
　また、第２実施形態では、上記のように、第４回目の走査の際に、制御部１１によって
、第２往路２８１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまでの第２走査区間２８０と、第２復路
２８１ｂのＸ２側の端部から中央線Ａまでの第２走査区間２８０とのレーザ光停止区間２
４０ｂにおいて赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３にそれぞれ赤色のレーザ光、青色
のレーザ光および緑色のレーザ光を発生させないように構成することによって、赤色・青
色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に継続的にレーザ光を発生させる状態が生じるのを抑制す
ることができるとともに、レーザ光停止区間２４０ｂにおいてレーザ光を発している際に
発生した熱を外部に放出することができる。なお、第２実施形態のその他の効果は、上記
第１実施形態と同様である。
【００７８】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００７９】
　たとえば、上記第１および第２実施形態では、プロジェクタの一例として、携帯型プロ
ジェクタ１（１００、２００）を示したが、本発明はこれに限らず、据え置き型のプロジ
ェクタなどの他のプロジェクタにも適用可能である。
【００８０】
　また、上記第１実施形態では、往路３１ａと復路３１ｂとから構成される往復走査区間
３１が複数接続された走査区間３０を走査させた例を示すとともに、上記第２実施形態で
は、第１往路２７１ａと第１復路２７１ｂとから構成される第１往復走査区間２７１が複
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数接続された第１走査区間２７０と、第２往路２８１ａと第２復路２８１ｂとから構成さ
れる第２往復走査区間２８１が複数接続された第２走査区間２８０とを走査させた例を示
したが、本発明はこれに限らず、走査区間は、往路または復路のいずれか一方向のみを走
査することによって構成されてもよい。
【００８１】
　また、上記第１実施形態では、制御部１１が、第１回目の走査の際にレーザ光を発生さ
せなかった走査区間３０（図５のレーザ光停止区間４０ｂ、図７のレーザ光停止区間５０
ｂおよび図９のレーザ光停止区間１６０ｂ）において、次の第２回目の走査の際にレーザ
光を発生させた（図６のレーザ光投影区間４０ａ、図８のレーザ光投影区間５０ａおよび
図１０のレーザ光投影区間１６０ａ）例を示すとともに、上記第２実施形態では、制御部
１１が、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった第１走査区間２７０（図１１
のレーザ光停止区間２４０ｂ）において、次に第１走査区間２７０が走査される第３回目
の走査の際にレーザ光を発生させる（図１２のレーザ光投影区間２４０ａ）とともに、第
２回目の走査の際にレーザ光を発生させなかった第２走査区間２８０（図１１のレーザ光
停止区間２４０ｂ）において、次に第２走査区間２８０が走査される第４回目の走査の際
にレーザ光を発生させた（図１２のレーザ光投影区間２４０ａ）例を示したが、本発明は
これに限らず、前回の走査の際にレーザ光を発生させなかった走査区間が次に走査される
際においても、レーザ光を発生させないように構成してもよい。
【００８２】
　また、上記第１実施形態では、制御部１１が、第１回目の走査の際にレーザ光を発生さ
せた走査区間３０（図５のレーザ光投影区間４０ａ、図７のレーザ光投影区間５０ａおよ
び図９のレーザ光投影区間１６０ａ）において、次の第２回目の走査の際にレーザ光を発
生させない（図６のレーザ光停止区間４０ｂ、図８のレーザ光停止区間５０ｂおよび図１
０のレーザ光停止区間１６０ｂ）例を示すとともに、上記第２実施形態では、制御部１１
が、第１回目の走査の際にレーザ光を発生させた第１走査区間２７０（図１１のレーザ光
投影区間２４０ａ）において、次に第１走査区間２７０が走査される第３回目の走査の際
にレーザ光を発生させない（図１２のレーザ光停止区間２４０ｂ）とともに、第２回目の
走査の際にレーザ光を発生させた第２走査区間２８０（図１１のレーザ光投影区間２４０
ａ）において、次に第２走査区間２８０が走査される第４回目の走査の際にレーザ光を発
生させない（図１２のレーザ光停止区間２４０ｂ）例を示したが、本発明はこれに限らず
、前回の走査の際にレーザ光を発生させた走査区間において次に走査される際においても
、レーザ光を発生させるように構成してもよい。すなわち、一部の走査区間においてレー
ザ光が重なるように構成してもよい。
【００８３】
　また、上記第１および第２実施形態では、制御部１１が走査区間３０において中央線Ａ
でレーザ光投影区間４０ａ（２４０ａ）とレーザ光停止区間４０ｂ（２４０ｂ）とを切り
替えた例を示すとともに、上記第１実施形態では、制御部１１が走査区間３０において線
Ｂ、中央線Ａおよび線Ｃで、それぞれ、レーザ光投影区間５０ａとレーザ光停止区間５０
ｂとを切り替えた例を示したが、本発明はこれに限らず、制御部は、線Ｂ、中央線Ａおよ
び線Ｃ以外の走査位置でレーザ光投影区間とレーザ光停止区間とを切り替えるように構成
してもよい。たとえば、走査区間において仮想上の２本の線でレーザ光投影区間とレーザ
光停止区間とを切り替えるように構成してもよい。また、制御部は、走査区間においてレ
ーザ光投影区間とレーザ光停止区間とが同一の間隔になるように切り替えなくてもよい。
【００８４】
　また、上記第１実施形態では、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対して供給さ
れる電流が所定の電流値より大きい状態が所定の期間継続した場合に、中央線Ａでレーザ
光投影区間４０ａとレーザ光停止区間４０ｂとが切り替わるように制御部１１によって制
御されていた状態から、線Ｂ、中央線Ａおよび線Ｃで、それぞれ、レーザ光投影区間５０
ａとレーザ光停止区間５０ｂとが切り替わるように制御部１１によって制御されるように
構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、供給される電流の電流値および電流が供
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給される時間以外の条件に基づいて、レーザ光投影区間とレーザ光停止区間とを切り替え
てもよい。また、レーザ光発生部に対して供給される電流が所定の電流値よりも大きけれ
ば、電流が供給される時間の長さにかかわらず、レーザ光投影区間とレーザ光停止区間と
が切り替わるように構成してもよい。
【００８５】
　また、上記第１実施形態では、赤色・青色ＬＤ１２および緑色ＬＤ１３に対して供給さ
れる電流が所定の電流値より大きい状態が所定の期間継続した場合に、中央線Ａでレーザ
光投影区間４０ａとレーザ光停止区間４０ｂとが切り替わるように制御部１１によって制
御されていた状態から、線Ｂ、中央線Ａおよび線Ｃで、それぞれ、レーザ光投影区間５０
ａとレーザ光停止区間５０ｂとが切り替わるように制御部１１によって制御されるように
構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、レーザ光発生部に対して供給される電流
の大きさに応じて、レーザ光停止区間の数を変更させるとともに、レーザ光停止区間の長
さを変更するように構成されていれば、供給される電流が所定の電流値より大きい状態が
所定の期間継続した場合に、中央線Ａで切り替えていた状態から、線Ｂ、中央線Ａおよび
線Ｃ以外の走査位置でレーザ光投影区間とレーザ光停止区間とを切り替えるように構成し
てもよい。この際、２箇所の走査位置または４箇所以上の走査位置でレーザ光投影区間と
レーザ光停止区間とを切り替えるように構成してもよい。
【００８６】
　また、上記第１および第２実施形態では、往路３１ａのＸ１側の端部から中央線Ａまで
の走査区間の長さＬ１と往路３１ａの中央線ＡからＸ２側の端部までの走査区間の長さＬ
２とが、略同一であり、それぞれ、往路３１ａの長さの略半分であるとともに、復路３１
ｂの長さの略半分である例を示したが、本発明はこれに限らず、長さＬ１と長さＬ２とは
、略同一でなくてもよいし、それぞれ、往路の長さの略半分または復路の長さの略半分で
なくてもよい。
【００８７】
　また、上記第１実施形態では、往路３１ａのＸ１側の端部から線Ｂまでの走査区間の長
さＬ３と、往路３１ａの線Ｂから中央線Ａまでの走査区間の長さＬ４と、往路３１ａの中
央線Ａから線Ｃまでの走査区間の長さＬ５と、往路３１ａの線ＣからＸ２側の端部までの
走査区間の長さＬ６とが、互いに略同一であるように構成した例を示したが、本発明はこ
れに限らず、長さＬ３、Ｌ４、Ｌ５およびＬ６は、互いに略同一でなくてもよい。
【００８８】
　また、上記第１および第２実施形態では、投影部として振れ角αを有する振動可能な小
型の振動ミラー素子であるスキャナーミラー１５を用いた例を示したが、本発明はこれに
限らず、投影部は振動ミラー素子に限られず、レーザ光を走査可能なものであればよい。
【００８９】
　また、上記第１および第２実施形態では、レーザ光発生部として赤色・青色ＬＤ１２お
よび緑色ＬＤ１３を用いることによって、ＲＧＢレーザ光を投影領域２に投影した例を示
したが、本発明はこれに限らず、レーザ光発生部を、１つのＬＤからＲＧＢレーザ光を発
生させるように構成してもよい。また、レーザ光発生部を、単色のレーザ光のみを発生さ
せるように構成してもよいし、２色または４色以上のレーザ光を発生させるように構成し
てもよい。
【００９０】
　また、上記第１および第２実施形態では、レーザ光発生部として１つのＬＤから赤色の
レーザ光および青色のレーザ光の２色のレーザ光を発生させることが可能な赤色・青色Ｌ
Ｄ１２を用いた例を示したが、本発明はこれに限らず、赤色のレーザ光を発生させる赤色
ＬＤと、青色のレーザ光を発生させる青色ＬＤとを、別々に設けてもよい。
【００９１】
　また、上記第１および第２実施形態では、携帯型プロジェクタ１（１００、２００）が
ＶＧＡ端子１０を介してパーソナルコンピュータ３から入力される映像を投影領域２に投
影するように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、投影領域に投影される映像
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は、端子を介して入力されるものに限定されない。たとえば、携帯型プロジェクタは、Ｐ
Ｃに組み込まれるとともに、ＰＣからの映像を投影領域に投影するように構成してもよい
。また、投影領域に投影される映像は、ＰＣから入力されるものに限定されない。たとえ
ば、携帯型プロジェクタは、カードスロットを介して、メモリーカードに記憶された映像
を投影領域に投影するように構成してもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　１、１００、２００　携帯型プロジェクタ（プロジェクタ）
　４　ユーザ
　１１　制御部
　１２　赤色・青色ＬＤ（レーザ光発生部）
　１３　緑色ＬＤ（レーザ光発生部）
　１５　スキャナーミラー（投影部）
　３０　走査区間
　３１　往復走査区間
　３１ａ　往路
　３１ｂ　復路
　２７０　第１走査区間
　２７１　第１往復走査区間（往復走査区間）
　２７１ａ　第１往路（往路）
　２７１ｂ　第１復路（復路）
　２８０　第２走査区間
　２８１　第２往復走査区間（往復走査区間）
　２８１ａ　第２往路（往路）
　２８１ｂ　第２復路（復路）
【図１】 【図２】

【図３】
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